
２０

魅力ある職業教育を目指して
高知県立高知工業高等学校
情報技術科教諭　山 貴雄

１．はじめに
「南国土佐」で知られる高知県は，太平洋に

面した四国の南に位置し，その暖かい気候か

ら，プロ野球など，冬季には各種スポーツの

キャンプが行われている。また，幕末には坂

本龍馬などを輩出し，名勝桂浜には龍馬の銅

像が太平洋を見下ろす位置に建てられている。

本校は明治４５年３月（１９１２年），当時の優

れた実業家であり政治家であった，竹内綱先

生，同明太郎先生父子の，「工業富国基」の

信念に基づいて，工業技術者養成のため県下

唯一の工業教育機関として創立された。全日

制は機械科，電気科，情報技術科，工業化学

科，土木科，建築科，インテリア科の７学科，

定時制は機械科，電気科，土木科，建築科の

４学科および建築科専修コースを有する時代

の進歩発展にあった施設設備と教育内容をそ

なえた，県下で最も伝統のある，工業学校で

ある。

２．開かれた学校づくり
本県では，「子どもたちが主人公」を合い

言葉に，平成９年度から「土佐の教育改革」

をスタートし，「２１世紀を心豊かに生き抜い

ていける子どもたちを育てることのできる教

育の確立」を目指し，「子どもたちの基礎学

力の定着と学力の向上」，「教職員の資質・指

導力の向上」，「学校・家庭・地域の連携によ

る教育力の向上」を柱とする取り組みが始ま

った（現在は第２期として発展的に取り組ん

でいる）。

本校の開かれた学校づくりは，「開かれた

学校づくり推進委員会」の立ち上げから始ま

った。そのメンバー構成は町内会・民生委

員・小中学校長・同窓会・保護者・生徒代

表・教職員の合計２８名である。推進委員会は

年２回，６月には年度の取り組みを，３月に

はそのまとめを報告している。

主な取り組みとしては，a長期休業中行事

として親子木工教室・パソコン開放講座（平

成１６年度まで）・電子工作教室１（平成１７年

度より地域の小学生対象）・電子工作教室２

（養護学校教職員と保護者対象），b養護学校
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との技術を通した交流（技術ボランティア），

c中学校教員との話し合い，d中学生の体験

入学，e学校評価アンケートの実施，f教員

の県内企業体験の実施，g全教職員による教

育ビジョンの策定（平成１７年度），h高知工

業高校改革検討委員会を立ち上げ本校のあり

方について協議（平成１５・１６年度），i公開

授業の実施などである。

３．学校評価と授業改善への取り組み
生徒・保護者・教職員対象に「学校評価ア

ンケート」を２００１年に実施した。その内容は

学校運営，教科指導，生徒指導，進路指導等

についてであり，まとめを校内の学校評価検

討委員会で行うと同時に，当時東京大学教授

の浦野東洋一先生に依頼し，次のような分

析・提案をいただいた。

「授業に関する満足度が，教員・生徒ともに

過半数を割っている点にこそ，学校改革のエ

ネルギーを見るべき。また一方で，授業の現

状に対しては，生徒・教員間に認識のギャッ

プがあり，授業改善に対して，生徒と教員が

率直に話し合うことが必要。」

また，同年３月に開かれた「開かれた学校

づくり推進委員会」において，生徒会長が

「授業検討委員会」立ち上げを要望し，翌年

より「授業改善」について教員と生徒と徹底

的に話し合いをすることとなった。

a２００２年度の取り組み

・教員１９名，生徒１２名との懇談を実施

授業に対する生徒側の要望を聞き取る。

・懇談結果を受けて教科会を実施

生徒からの要望を元に論議をする。

・教員，生徒との懇談を実施

教員の論議の結果を報告し，意見交換。

・「授業改善」のためのアンケートを実施

教員，生徒に対してアンケートを実施。

・「授業改善」のための意見交換会

教員，生徒による意見交換会を実施。

意見交換会では，外部よりコーディネータ

ーを招き，事前アンケートについて論議した。

外部コーディネーターの進行は，教員指導で

はできない本音の討議ができ，お互いの信頼

関係を高め，「授業改善」を共に進めていく

ための出発点となった。

b２００３年度の取り組み

・「授業改善」検討委員会の発足

教員，生徒代表による検討委員会を発足。

・意見集約のためのホーム討議

楽しい授業や個々の授業に対する要望な
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どをクラスでまとめた。

・教員の回答

クラスから要望のあった事項に対して回

答した。

・授業改善検討委員会の実施

教員側の生徒に対する要望をもとにした

ホーム討議を実施すること，生徒参加の公

開授業を実施することを決めた。

・「授業」について生徒へのアンケート

集中できているか，積極的に取り組めて

いるかなどの項目で実施。

・ホーム討議

アンケートの集約結果を資料として協議

させる。

・公開授業

１年生各ホームで公開授業を実施した。

ホーム討議では，多くのホームでまじめな

論議がされ，生徒たちが自ら授業を振り返る

機会になった。また，公開授業の後，高知大

学，高知工科大学から３名の教授を助言者と

してむかえたパネルディスカッションを行っ

た。パネラーである生徒代表の発言は，白熱

した論議となった。

c２００４年度の取り組み

「授業が変われば学校が変わる」をキーワ

ードとして，「公開授業」を積極的に取り入

れること，ホーム討議・教科会を充実させる

ことを目標とした。

１学期

・PTA総会授業参観

約１５０名の保護者が参加した。

・中高連絡協議会での授業公開

約６０名の中学校教員が参加した。

・開かれた学校づくり推進委員授業参観

推進委員，教育委員会指導主事，生徒代

表，全教職員の合計１５０名が参加した。

２学期

・外部講師によるモデル授業

ジェニーいとう氏による授業を行った。

・全教職員による公開授業

６１名の教諭が公開授業を行った。

・公開授業に関する討論会

全教職員と生徒代表が参加し，外部のコ

ーディネーターに進行をお願いした。

モデル授業は土木科２年生の教室で行い，

体育館へ同時中継をして全校生徒が参観し

た。授業は，想像工学「イマジニアリング」

と題し，ものまねバラエティタレントらしく

生徒をひきつけながら，魅力のある授業であ

った。

公開授業に関する討論会では，教職員と生

徒代表の１１０名が参加し，コーディネーター

として筒井典子氏（人・みらい研究所）に進

行をお願いした。各班に分かれて授業への要

望やアイデアを模造紙にまとめて発表をし

た。教員からは「教室は舞台で教員はエンタ

ーテイナー，その素地を身につけるため吉本
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興業で研修を」といったアイデアが出された。

生徒からは「もっと褒めて」，「板書を丁寧に」

などの要望があった。思いを十分に言うこと

ができて良かったとの声が有り，次につなが

る討論会であった。

４．ものづくり教育の推進
ものづくり教育を推進することを目的とし

て，平成１６年度より技術支援部を校務分掌の

ひとつとして新設した。その内容は，主に各

種資格試験・集計，標準テストや各種検定の

窓口と集計等，工業所有・特許関係，技能審

査，ジュニアマイスター顕彰制度の推進，各

種技術大会関係の支援などである。

ジュニアマイスター顕彰制度においては，

平成１５年度はゴールド８名，シルバー１８名，

平成１６年度はゴールド１３名，シルバー２１名が

認定されている。

高校生ものづくりコンテスト全国大会も，

平成１６年度は橋梁模型製作部門で準優勝，平

成１７年度も化学分析部門，木材加工部門に出

場した。

５．「目指せスペシャリスト」
文部科学省の指定事業である「目指せスペ

シャリスト」に平成１５年，本校の「三次元C

ADを使いこなす宮大工の育成」が指定された。

その特徴は，次のとおりである。

a重要文化財とのかかわり

奈良研修，豊楽寺薬師堂，立川番所書院な

どの見学を始め，多くの方を講師として講演

会を開催した。

b地域との連携

土佐人材養成センターと連携して技能実習

や，土佐瓦，土佐漆喰，土佐和紙などの工場

等を見学した。

c規矩術の研究

Excelや３次元CADなどを使い，日本古来

の大工術を研究している。

d近隣施設への調査・設計・建築

県内各所に点在するほこらの修復，関川家

厠の補修，盲学校への机・いすの製作などで

ある。

６．終わりに
工業高校が地域へ「ものづくり」を発信し，

そして学校評価の中から始まった授業改善。

「ものづくり教育」の重要性が言われる中で，

その技術・技能の基となる知識を習得させる

「授業」について，生徒とともにその重要性

を再認識できる内容である。そこからさらに，

「ものづくり」へと発展させていく成果をま

た別の機会に紹介できれば幸いである。
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